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柏市監査委員告示第６号  

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第７項の規定

による財政援助団体等監査を実施したので，同条第９項の規定によ

る監査の結果に関する報告を別紙のとおり公表します。  
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１  監査を実施した監査委員名  

  髙  橋  秀  明  

  小  栗  一  徳  

  村  越    誠  

  塚  本  竜 太 郎  

   

２  監査の種類  

  地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 。 以 下 ｢法 ｣と い う 。） 第

１ ９ ９ 条 第 ７ 項 の 規 定 に よ る 財 政 援 助 団 体 等 監 査 （ 法 第 ２ ４ ４ 条

第 １ 項 に 規 定 す る 公 の 施 設 の う ち ， 法 第 ２ ４ ４ 条 の ２ 第 ３ 項 の 規

定 す る 管 理 （ 以 下 「 指 定 管 理 」 と い う 。） を 行 わ せ て い る も の に

係 る 監 査 ）  

 

３  監査の対象  

 (1) 監 査 の 対 象 と な る 公 の 施 設  

   旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園  

 (2) 監 査 の 対 象 と な る 指 定 管 理 を 行 う も の  

   一 般 財 団 法 人 柏 市 み ど り の 基 金  

   柏 市 呼 塚 新 田 ２ ０ ４ － ２  

   （ 以 下 「 現 指 定 管 理 者 」 と い う 。）  

 (3) 監 査 の 対 象 と な る 指 定 管 理 に 係 る 事 務 の 所 管 部 課  

   都 市 部 公 園 緑 地 課 （ 以 下 「 所 管 課 」 と い う 。）  

 

４  監査の着眼点  

  柏 市 監 査 等 実 施 要 領 ４ （ ２ ） 別 項 に 定 め る 監 査 等 の 着 眼 点 の う

ち ，「 第 ５ 節  財 政 援 助 団 体 等 監 査 の 着 眼 点 」 を 用 い た 。  

 

５  監査の主な実施内容  

  令 和 ５ 年 度 及 び 令 和 ６ 年 度 に 現 指 定 管 理 者 が 行 っ た 公 の 施 設 の

管 理 に 係 る 出 納 そ の 他 関 連 す る 事 務 （ 関 連 す る 部 分 に つ い て は 令

和 ４ 年 度 以 前 分 を 含 む 。） に つ い て ， 現 指 定 管 理 者 及 び 所 管 課 に

資 料 の 提 出 を 求 め る と と も に ， 説 明 を 受 け て 行 っ た 。  
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６  監査の実施場所及び期間  

 (1) 実 施 場 所  

  ア  現 地 調 査  

    旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園  

  イ  質 疑  

    柏 市 役 所 分 室 ３ 第 ４ 会 議 室  

 (2) 期 間  

   令 和 ７ 年 ２ 月 ３ 日 か ら 令 和 ７ 年 ７ 月 ２ ８ 日 ま で  

 

７  施設及び指定管理の概要  

 (1) 旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 の 基 本 理 念  

   旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 は ，「 歴 史 」 の 継 承 ， 生 き た 「 文 化 」

の 創 造 ，「 ひ と 」 と の 交 流 ，「 環 境 」 の 保 全 ， 地 域 に 貢 献 す る

「 ボ ラ ン テ ィ ア 精 神 」 の 育 成 の ５ つ を 基 本 方 針 と し て 整 備 さ

れ た 公 園 で あ る 。 現 在 で は 重 要 文 化 財 （ 建 造 物 ） を 有 す る 公

園 と な り ， ５ つ の 基 本 方 針 を 基 に 歴 史 と 文 化 を 体 験 ・ 学 習 で

き る 場 の 提 供 を 目 的 と し た 指 定 管 理 者 制 度 に よ る 管 理 運 営 を

行 っ て い る 。  

 (2) 旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 の 概 要  

  ア  施 設 の 名 称 及 び 所 在 地  

   (ｱ） 施 設 の 名 称  

     旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園  

   (ｲ） 所 在 地  

     柏 市 花 野 井 ９ ７ ４ ― １  

  イ  施 設 の 構 造 及 び 規 模  

   (ｱ) 公 園 面 積  

     ２ １ ,５ １ １ ㎡  

   (ｲ) 建 物 面 積  

     １ ， ２ １ ８ .４ ７ ㎡  

   (ｳ) 建 造 物 ： 国 指 定 重 要 文 化 財  

     主 屋  ほ か ８ 施 設  
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   (ｴ) そ の 他 建 物  

     水 廻 り 棟  ほ か ５ 施 設  

   (ｵ) 国 登 録 記 念 物 （ 名 勝 地 関 係 ）・ そ の 他  

     書 院 表 庭 園  ほ か １ ３ 施 設  

 

  旧吉田家住宅配置図  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



4 

 

  

入口（長屋門前）  主屋（茅 葺 屋 根 保 存 修 理 工 事 中）  

 

  ウ  開 場 時 間 及 び 休 場 日  

   (ｱ) 開 場 時 間  

午 前 ９ 時 ３ ０ 分 か ら 午 後 ４ 時 ３ ０ 分 ま で  

(ｲ) 休 場 日  

ａ  月 曜 日 （ 月 曜 日 が 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律 に 規 定 す

る 休 日 の 場 合 に は ， そ の 翌 日 以 後 の 最 初 の 休 日 で は な

い 日 ）  

ｂ  １ 月 １ 日 か ら 同 月 ３ 日 ま で 及 び １ ２ 月 ２ ９ 日 か ら 同

月 ３ １ 日 ま で  

 (3) 指 定 管 理 者 選 定 の 概 要  

   令 和 ３ 年  

      ７ 月  １ 日  募 集 要 項 等 窓 口 配 布 （ ～ ９ 日 ）  

      ８ 月 １ ０ 日  応 募 申 請 の 受 付 （ ～ ３ １ 日 ）  

            １ 団 体 か ら 応 募  

     １ ０ 月  ８ 日  指 定 管 理 者 候 補 者 選 定 委 員 会 （ 書 類 審 査

及 び 面 接 審 査 ）  

     １ ０ 月 １ ４ 日  選 定 結 果 を 応 募 者 に 通 知  

     １ ２ 月 １ ７ 日  指 定 管 理 者 の 指 定 に 係 る 議 案 の 市 議 会 可

決 （ 令 和 ３ 年 第 ４ 回 定 例 会 第 ７ 号 議 案 ）  

   令 和 ４ 年  

      ２ 月  ４ 日  指 定 管 理 者 の 指 定 に 係 る 告 示  

      ３ 月  １ 日  旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 の 管 理 に 関 す る 基
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本 協 定 書 締 結  

      ４ 月  １ 日  指 定 管 理 開 始 （ ～ 令 和 １ １ 年 ３ 月 ３ １

日 ）  

 (4) 指 定 管 理 業 務 の 概 要  

  ア  旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 の 管 理 に 関 す る 基 本 協 定 書 （ 以 下

「 基 本 協 定 書 」 と い う 。）， 旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 の 管 理 に 関

す る 基 本 協 定 の 変 更 協 定 書 （ 以 下 「 変 更 協 定 書 」 と い う 。）

及 び 旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 の 指 定 管 理 者 募 集 時 業 務 仕 様 書

（ 以 下 「 仕 様 書 」 と い う 。） の 概 要  

   ( ｱ ) 指 定 管 理 者 に 指 定 す る 期 間 （ 以 下 ，「 指 定 期 間 」 と い

う 。） は ， 令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 １ １ 年 ３ 月 ３ １ 日 と

す る 。  

   (ｲ) 指 定 期 間 に お け る 指 定 管 理 料 の 総 額 は ， 金 １ ８ ２ ， ８ ４

０ ， ０ ０ ０ 円 （ 消 費 税 相 当 額 及 び 地 方 消 費 税 相 当 額 を 含

む 。） 以 内 と す る 。  

   (ｳ) 柏 市 都 市 公 園 条 例 第 ５ 条 に 規 定 す る 業 務 （ 以 下 「 管 理 業

務 」 と い う 。） を ， 仕 様 書 に 定 め る と お り 実 施 す る 。  

   (ｴ) 旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 の 設 置 目 的 に 合 致 し ， か つ ， 管 理

業 務 の 実 施 を 妨 げ な い 限 度 に お い て ， 自 己 の 責 任 と 費 用 に

よ り ， 自 主 事 業 を 実 施 す る こ と が で き る 。  

   (ｵ) 柏 市 都 市 公 園 条 例 第 ３ １ 条 第 ３ 項 の 規 定 に 基 づ き ， 利 用

料 金 の 額 の 設 定 ， 変 更 を 行 う 。  

   (ｶ) 管 理 業 務 に 係 る 会 計 ， 指 定 管 理 料 に 係 る 会 計 及 び 利 用 料

金 に 係 る 会 計 並 び に 自 主 事 業 に 係 る 会 計 に つ い て ， 各 会 計

年 度 ご と に 独 立 し た 経 理 を 行 う 。  

   (ｷ) 管 理 施 設 の 修 繕 に つ い て は ， １ 件 に つ き ５ ０ ０ ， ０ ０ ０

円 （ 消 費 税 相 当 額 及 び 地 方 消 費 税 相 当 額 を 含 む 。） 未 満 の

も の に つ い て は ， 現 指 定 管 理 者 の 費 用 と 責 任 に お い て 実 施

す る 。  

   (ｸ) 修 繕 費 の 精 算 に つ い て は ， 各 会 計 年 度 に お い て 管 理 施 設

の 修 繕 を 行 う た め に 支 出 し た 費 用 の 額 （ 以 下 「 修 繕 支 出

額 」 と い う 。） が 当 該 会 計 年 度 の 収 支 計 画 書 に お い て 定 め
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た 管 理 施 設 の 修 繕 を 行 う た め に 要 す る と 見 込 ん だ 費 用 の 額

（ 以 下 「 修 繕 予 定 額 」 と い う 。） に 満 た な い と き は ， 修 繕

予 定 額 か ら 修 繕 支 出 額 を 減 じ て 得 た 額 を 市 に 納 付 し な け れ

ば な ら な い 。 た だ し ， 当 該 金 額 が ５ ０ ， ０ ０ ０ 円 を 超 え な

い 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。  

     各 会 計 年 度 に お い て ， 修 繕 支 出 額 が 修 繕 予 定 額 を 超 え る

と き は ， 修 繕 支 出 額 か ら 修 繕 予 定 額 を 減 じ て 得 た 額 の 支 払

い を 市 に 請 求 す る こ と が で き る 。 た だ し ， 当 該 金 額 が ５ ０ ，

０ ０ ０ 円 を 超 え な い 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。  

   (ｹ) 光 熱 水 費 の 精 算 に つ い て は ， 各 会 計 年 度 に お い て 管 理 施

設 の 光 熱 水 費 と し て 支 出 し た 費 用 の 額 （ 以 下 「 光 熱 水 費 支

出 額 」 と い う 。） が 当 該 会 計 年 度 の 収 支 計 画 書 （ 予 算 計 画

書 ） に お い て 定 め た 管 理 施 設 の 光 熱 水 費 と し て 支 出 す る こ

と を 見 込 ん だ 費 用 の 額 （ 以 下 「 光 熱 水 費 予 定 額 」 と い

う 。） に 満 た な い と き は ， 光 熱 水 費 予 定 額 か ら 光 熱 水 費 支

出 額 を 減 じ て 得 た 額 を 市 に 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ

し ， 当 該 金 額 が ５ ０ ， ０ ０ ０ 円 を 超 え な い 場 合 は ， こ の 限

り で な い 。  

     各 会 計 年 度 に お い て ， 光 熱 水 費 支 出 額 が 光 熱 水 費 予 定 額

を 超 え る と き は ， 光 熱 水 費 支 出 額 か ら 光 熱 水 費 予 定 額 を 減

じ て 得 た 額 の 支 払 い を 市 に 請 求 す る こ と が で き る 。 た だ し ，

当 該 金 額 が ５ ０ ， ０ ０ ０ 円 を 超 え な い 場 合 は ， こ の 限 り で

な い 。  

   (ｺ) 毎 年 度 終 了 後 ６ ０ 日 以 内 に ， 年 次 事 業 報 告 書 を 作 成 し ，

市 に 提 出 す る 。  

   (ｻ) 団 体 と し て の 会 計 年 度 終 了 後 ６ ０ 日 以 内 に ， 団 体 の 財 務

状 況 に つ い て 記 載 し た 書 類 （ 財 務 諸 表 等 ） を 市 に 提 出 す る 。  

  イ  仕 様 書 に 定 め ら れ た 主 な 業 務 の 概 要  

 ( ｱ ) 収 蔵 品 の 展 示 等 に よ る 活 用 を 年 ４ 回 以 上 行 い ， 歴 史 と

文 化 を 体 験 ・ 学 習 す る 場 を 提 供 す る 。  

 ( ｲ ) ホ ー ム ペ ー ジ の 作 成 及 び 更 新 ， リ ー フ レ ッ ト 等 の 作 成

及 び 配 付 等 に よ り 広 報 を 行 う 。  
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 ( ｳ ) 市 民 や ボ ラ ン テ ィ ア 等 と 協 働 し て 維 持 管 理 ， 施 設 案 内

及 び ガ イ ド に 関 す る 業 務 等 を 行 う 。  

 ( ｴ ) 利 用 料 金 の 徴 収 ， 入 場 ・ 利 用 の 受 付 及 び 予 約 の 管 理 等

受 付 ・ 利 用 者 対 応 に 関 す る 業 務 を 行 う 。  

 ( ｵ ) 日 常 及 び 定 期 的 な 施 設 ・ 設 備 の 維 持 管 理 及 び 保 守 点 検

並 び に 修 繕 を 行 い ， 故 障 等 緊 急 時 に は 迅 速 に 対 応 す る 。  

 ( ｶ ) 施 設 の 保 全 と 利 用 者 の 安 全 の た め ， 適 宜 園 内 巡 視 を 行

う 。  

 ( ｷ ) 施 設 の 状 況 に 応 じ 機 械 警 備 等 の 措 置 を 講 じ ， 火 災 や 盗

難 等 ， あ ら ゆ る 事 態 の 発 生 の 防 止 に 努 め る 。  

 ( ｸ ) 国 指 定 重 要 文 化 財 を 含 む 全 て の 建 造 物 に つ い て ， 室 内

及 び 外 観 を 定 期 的 に 清 掃 し ， 美 化 に 努 め る 。 ま た ， 展 示

物 等 の 資 料 に 関 し て も 傷 つ け る こ と の な い よ う 十 分 注 意

す る 。  

 (ｹ) 自 主 事 業 に 関 す る 業 務  

ａ  イ ベ ン ト 開 催 等  

歴 史 と 文 化 を 体 験 ・ 学 習 で き る 場 の 提 供 や ， 地 域 住 民

や 地 元 町 会 ・ 地 域 資 源 と 連 携 し た イ ベ ン ト 等 を 規 定 の 回

数 以 上 （ 各 種 講 座 ・ 市 民 が 集 う 催 し 等 ： 年 １ ２ 回 以 上 ）

実 施 す る 。  

ｂ  飲 食 提 供 ・ 物 品 販 売 等  

利 用 者 の 利 便 性 向 上 の た め ， 本 市 と 協 議 の 上 ， 喫 茶 等

の 飲 食 の 提 供 又 は 物 品 販 売 及 び 自 動 販 売 機 設 置 な ど に よ

る 飲 料 の 提 供 を 行 う 。  

飲 食 を 提 供 す る 場 合 ， 食 品 衛 生 関 連 法 令 を 遵 守 し ， 年

１ 回 以 上 の 健 康 診 断 と 検 便 を 実 施 し 報 告 を 行 う 。  

 (5) 入 場 者 及 び 利 用 料 金 の 推 移  

  ア  入 場 者  

 令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度  令 和 ５ 年 度  

全 体 入 園 者 数  14,590 人  14,943 人  14,229 人  

う ち  

無 料 エ リ ア 人 数  
3,338 人  4,103 人  4,299 人  
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撮 影 他 利 用 件 数  255 件  201 件  204 件  

利 用 料 金 収 入  6,710,494 円  4,326,068 円  4,555,020 円  

自 主 事 業 収 入  4,221,353 円  1,882,931 円  2,986,148 円  

  （ 出 典 ）「 令 和 ６ 年 度 財 政 援 助 団 体 等 監 査 資 料  様 式 １  施 設 の 概 要  

基 本 情 報 」 よ り 抜 粋  

  イ  利 用 料 金  

    茅 葺 屋 根 保 存 修 理 工 事 中 の 一 部 期 間 は ， 見 学 可 能 施 設 の 制

限 を 行 い ， 利 用 料 金 に つ い て は ， 下 記 入 場 料 を 無 料 ， 施 設 使

用 料 を 半 額 と す る （ 令 和 ７ 年 １ 月 ２ ８ 日 か ら １ １ 月 下 旬 頃 ま

で 。）。  

   (ｱ) 入 場 料  

入 場 料  令 和 ７ 年 ３ 月

３ １ 日 ま で  

令 和 ７ 年 ４ 月

１ 日 以 降  

大 人  

（ １ ８ 歳 以 上 ）  

個 人  210 円  300 円  

団 体  

（ ２ ０ 人 以 上 ）  

 

170 円  

 

250 円  

高 齢 者  

（ ６ ５ 歳 以 上 ）  

個 人  110 円  200 円  

団 体  

（ ２ ０ 人 以 上 ）  
90 円  150 円  

１ ８ 歳 未 満 ・  

障 害 者 （ 介 護 者

１ 名 ま で 無 料 ）  

 

無 料  無 料  

入 場 手 形  

（ １ 年 有 効 ）  

大 人  600 円  750 円  

高 齢 者  400 円  500 円  

    ※ 撮 影 に よ り 見 学 で き な い 施 設 （ 部 屋 な ど ） が あ る 時 間 帯 に つ

い て は 入 場 を 無 料 と す る 。  

   (ｲ) 各 施 設 の 利 用 料 等  

名 称  利 用 料 金  名 称  利 用 料 金  

書 院 東 室  10,480 円  新 座 敷 西 室 ２  5,020 円  

書 院 西 室  10,480 円  主 屋 土 間  11,320 円  

新 座 敷 東 室 １  6,700 円  主 屋 納 戸  2,930 円  

新 座 敷 東 室 ２  5,020 円  主 屋 和 室  8,380 円  
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新 座 敷 西 室 １  6,700 円    

   ※ ３ 時 間 単 位 の 利 用 料 金 。 時 間 外 （ 午 前 １ ０ 時 〜 午 後 ４ 時 以 外 ）

の 使 用 に つ い て は ， ３ ０ 分 ご と に 上 記 利 用 料 金 の ４ ０ ％ が そ れ

ぞ れ 加 算 さ れ る 。  

撮影の種類  基本料金（１回につき）  

写真撮影基本料（商業目的）  420 円  

動画撮影基本料（商業目的）  31,430 円  

  （ 出 典 ） 令 和 ６ 年 １ ２ 月 １ ３ 日 付 け 柏 都 緑 第 １ ８ ２ ６ 号 「 旧 吉 田 家 住

宅 歴 史 公 園 の 利 用 料 金 設 定 に つ い て （ 回 答 ）」 及 び 「 国 指 定 重 要

文 化 財 （ 旧 吉 田 家 住 宅 ８ 棟 ） 旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園  パ ン フ レ

ッ ト 」 よ り 抜 粋  

  (6) 修 繕 の 実 施 状 況  

   ア  令 和 ４ 年 度  

     帳 場 座 敷 屋 根 （ 屋 根 風

切 瓦 の 漆 塗 り ） ほ か ５ 件  

   イ  令 和 ５ 年 度  

     来 場 者 用 ト イ レ （ 便

座 ） ほ か １ ２ 件  

   ウ  令 和 ６ 年 度  

     書 院 庭 園 （ 袖 垣 ２ 基 ）

ほ か ５ 件  

  (7) 自 主 事 業 の 実 施 状 況 （ 令

和 ５ 年 度 実 績 ）  

   ア  飲 食 ・ 物 販 事 業  

     長 屋 門 カ フ ェ の 臨 時 営

業 ， 物 販 （ 新 規 と し て 気

仙 沼 市 物 販 ， 長 屋 門 ジ ェ

ラ ー ト ， 卓 上 カ レ ン ダ ー

の 販 売 な ど ）  

   イ  各 種 講 座 ・ 市 民 等 が 集 う 催 し （ 令 和 ５ 年 度 実 績 ）  

イベント種別  仕様書  事業計画書  実施事業  

各種講座等  ６回以上  １５回  １３回  

 

 
  財 政 援 助 団 体 等 監 査 の 様 子  
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市民等が集う催し  ６回以上  １１回  １５回  

収蔵品の展示等に

よる活用  
４回以上  ４回以上  ８回  

  （ 出 典 ）「 令 和 ５ 年 度 事 業 計 画 書  旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 」 及 び 「 旧

吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園  令 和 ５ 年 度 事 業 報 告 」 よ り 抜 粋  

  (8) 指 定 管 理 業 務 に 係 る 組 織 体 制  

園 長 １ 名 ， 属 託 職 員 ３ 名 ， パ ー ト 職 員 （ 公 園 管 理 ３ 名 ・

受 付 ３ 名 ・ 室 内 清 掃 ３ 名 ）， ガ イ ド の 会 ２ ５ 名 ， ボ ラ ン テ ィ

ア ９ 名  

  (9) 業 務 の 一 部 再 委 託 の 状 況 （ 令 和 ６ 年 度 実 績 ）  

No. 業 務 名  委 託 先  

１  樹 木 管 理 業 務 委 託  株 式 会 社 吉 岡 緑 地  

２  建 物 敷 地 内 警 備 業 務 委 託  セ コ ム 株 式 会 社  

３  消 防 用 設 備 保 守 点 検 業 務

委 託  

千 葉 ノ ー ミ 株 式 会 社  

４  
ガ ラ ス 等 清 掃 業 務 委 託  

株 式 会 社 ユ ニ ホ ー ム サ ー

ビ ス  

５  旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 ガ

イ ド サ ー ビ ス の 提 供  

旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 ガ

イ ド の 会  

６  書 院 庭 園 竹 垣 修 復 委 託  株 式 会 社 吉 岡 緑 地  

７  高 木 剪 定 業 務 委 託  株 式 会 社 吉 岡 緑 地  

８  支 障 枝 処 理 委 託 業 務  豊 四 季 造 園 土 木 株 式 会 社  

９  書 院 庭 園 ユ ズ リ ハ 補 植 業

務 委 託  

株 式 会 社 吉 岡 緑 地  

10 Ｗ Ｅ Ｂ サ イ ト 更 新 委 託  阿 部 ス ク リ ー ン 印 刷 株 式

会 社  

11 Ｗ Ｅ Ｂ サ イ ト 委 託  阿 部 ス ク リ ー ン 印 刷 株 式

会 社  

12 書 院 庭 園 袖 垣 修 復 委 託  株 式 会 社 吉 岡 緑 地  

13 管 理 業 務 委 託  公 益 社 団 法 人 柏 市 シ ル バ

ー 人 材  

14 長 屋 門 前 ソ メ イ ヨ シ ノ 治 株 式 会 社 吉 岡 緑 地  
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療 委 託  

15 ナ ラ 枯 れ 被 害 枯 損 木 伐 採

委 託  

株 式 会 社 吉 岡 緑 地  

16 ツ バ キ 剪 定 委 託  株 式 会 社 吉 岡 緑 地  

  （ 出 典 ） 令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ９ 日 付 け 柏 都 緑 第 ２ １ ２ ４ 号 ， 令 和 ７ 年 ３ 月

２ １ 日 付 け 柏 都 緑 第 ２ ６ ６ ４ 号 「 旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 の 再 委

託 に つ い て （ 承 認 ）」 よ り 抜 粋  

  (10) 指 定 管 理 業 務 に 係 る 収 支 の 状 況  

   ア  令 和 ５ 年 度 ・ 令 和 ６ 年 度 の 実 施 計 画 及 び 実 績 額 （ 令 和 ６

年 度 は 実 施 計 画 の み ）  

 （ 単 位 ： 千 円 ）  

項 目  
令 和 ５ 年 度  令 和 ６ 年 度  

実 施 計 画  実 績 額  実 施 計 画  実 績 額  

収

入 

指 定 管 理 料  26,120 26,120 26,120  

利 用 料 金 （ 入 場 料 ）  1,280 1,003 1,310  

利 用 料 金 （ 使 用 料 ）  3,000 3,552 3,200  

そ の 他 の 収 入  50 45 50  

収 入 計 （ ア ）  30,450 30,720 30,680  

支

出  

直

接

経

費  

人

件

費  

常 勤 ・ 非 常 勤  8,283 12,189 11,063  

パ ー ト  
8,070 8,323 7,550 

 

施

設

管

理

費  

施 設 ・ 設 備 の 保 守  2,950 2,930 2,950  

清 掃 ， 警 備 等 の 委

託  
3,966 2,213 2,250 

 

光 熱 水 費  1,700 1,683 2,000  

修 繕 費  1,500 1,185 1,500  

リ ー ス 費 用  250 338 310  

備 品 費  0 0 0  

そ の 他 の 経 費  375 361 465  

そ の 他 の 経 費  4,415 3,421 3,560  

直 接 経 費 合 計  31,509 32,643 31,648  
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間 接 経 費 合 計  1,376 1,461 1,401  

支 出 計 （ イ ）  ※ 32,885 34,104 ※ 33,049  

収 入 計 （ ア ） ― 支 出 計

（ イ ）  
▲ 2,435 ▲ 3,384 ▲ 2,369 

 

  （ 出 典 ）「 指 定 管 理 事 業 収 支 状 況 」 よ り 抜 粋  

  ※  各 年 度 の 実 施 計 画 策 定 時 に ，「 イ  指 定 管 理 者 選 定 時 に 現 指 定 管

理 者 か ら 提 出 さ れ た 収 支 計 画 」（ 以 下 「 当 初 収 支 計 画 」 と い う 。）

の 値 を 一 部 見 直 し た た め ， 各 年 度 の 実 施 計 画 の 支 出 計 が 当 初 収 支

計 画 と 異 な る 。  

  イ  指 定 管 理 者 選 定 時 に 現 指 定 管 理 者 か ら 提 出 さ れ た 収 支 計 画  

（ 単 位 ： 千 円 ）  

年 度 等  収 入 (a) 支 出 (b) 差 額 (a-b) 

令 和 ４ 年 度  30,220 30,814 ▲ 594 

５ 年 度  30,450 31,149 ▲ 699 

６ 年 度  30,680 30,636 44 

７ 年 度  30,910 30,737 173 

８ 年 度  31,140 30,836 304 

９ 年 度  31,370 30,937 433 

１ ０ 年 度  31,600 31,037 563 

合 計  216,370 216,146 224 

  （ 出 典 ） 指 定 管 理 者 選 定 時 に 現 指 定 管 理 者 か ら 提 出 さ れ た 提 案 書 「 様

式 第 ８ 号  収 支 計 画 概 要 書 」 よ り 抜 粋  

 

８  監査の結果  

  監 査 は ， 柏 市 監 査 基 準 に 準 拠 し 実 施 し た 。 そ の 結 果 ， 特 に 次 の

事 項 に つ い て は ， 柏 市 監 査 等 の 結 果 等 取 扱 要 領 に 定 め る 監 査 の 判

断 基 準 に よ り 指 摘 事 項 又 は 注 意 事 項 に 該 当 す る も の と 決 定 し た 。  

 

 【指摘事項】    

 

 (1) 公金の支出に適正を欠くもの  

   本 件 は ， 光 熱 水 費 の 精 算 金 の 支 給 誤 り が 生 じ て い た こ と を ，
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所 管 課 及 び 現 指 定 管 理 者 が 本 監 査 で 発 見 さ れ る ま で 認 識 し て

い な か っ た 事 案 で あ る 。  

   変 更 協 定 書 第 ２ 条 に ， 光 熱 水 費 支 出 額 が 光 熱 水 費 予 定 額 を ５

０ ， ０ ０ ０ 円 以 上 超 過 し た 場 合 ， 超 過 額 の 追 加 支 給 を 所 管 課

に 請 求 で き る と 定 め ら れ て お り ， 修 繕 費 に つ い て も ， 同 第 １

条 に 同 様 の こ と が 定 め ら れ て い る 。  

   令 和 ５ 年 度 分 の 精 算 に お い て ， 光 熱 水 費 に つ い て は ， 光 熱 水

費 支 出 額 が 光 熱 水 費 予 定 額 を ４ １ ， ３ ０ ０ 円 超 過 し ， 修 繕 費

に つ い て は ， 修 繕 支 出 額 が 修 繕 予 定 額 を ４ ０ ９ ， １ ６ ０ 円 超

過 し た 。  

   変 更 協 定 書 の 規 定 に よ る と ， 光 熱 水 費 に つ い て は ， 超 過 額 が

５ ０ ， ０ ０ ０ 円 未 満 で あ る た め ， 追 加 支 給 の 対 象 と な ら ず ，

修 繕 費 の 超 過 額 の み が 追 加 支 給 の 対 象 と な る は ず で あ る が ，

現 指 定 管 理 者 は ， 光 熱 水 費 及 び 修 繕 費 の 超 過 額 を 合 算 し て ４

５ ０ ， ４ ６ ０ 円 を 所 管 課 に 請 求 し ， 所 管 課 も 誤 り に 気 付 か ず

に 同 額 を 支 払 っ た 。  

   こ れ は ， 現 指 定 管 理 者 及 び 所 管 課 双 方 に お い て ， 変 更 協 定 書

の 規 定 に 係 る 理 解 が 不 十 分 で あ っ た た め に 生 じ た 不 適 正 な 公

金 支 出 で あ る 。 公 金 の 支 出 に 当 た っ て は ， そ の 根 拠 と な る 規

定 等 の 理 解 が 不 可 欠 で あ り ， そ れ に 基 づ い て 事 務 処 理 及 び 確

認 を 行 う こ と が 求 め ら れ る た め ， 現 指 定 管 理 者 及 び 所 管 課 に

お い て は ， そ れ ぞ れ の 責 任 を 果 た さ れ た い 。  

 

 【注意事項】  

 

 (1) 手続の誤りについて  

   現 指 定 管 理 者 の 選 定 に 係 る 所 管 課 の 手 続 に つ い て ， 次 の と お

り 誤 り が あ っ た 。  

   所 管 課 に お い て は ， 手 続 に 関 連 す る 例 規 ， 手 引 き 等 の 確 認 を

徹 底 さ れ た い 。  

  ア  基 本 協 定 書 に 押 印 し た 市 長 印 の 使 用 区 分 が 誤 っ て お り ， 一

般 印 で あ る 市 長 印 を 押 印 す る べ き と こ ろ を ， 都 市 部 の 専 用 印
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で あ る 市 長 印 を 押 印 し て い た 。  

  イ  指 定 管 理 者 制 度 の 手 引 き に は ， 指 定 管 理 者 の 選 定 結 果 の 報

告 は 市 長 決 裁 と す る こ と が 定 め ら れ て い る が ， 都 市 部 の 理 事

決 裁 と し て い た 。  

  ウ  指 定 管 理 者 制 度 の 手 引 き に は ， 指 定 管 理 者 の 選 定 結 果 と 会

議 録 を ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 す る よ う 定 め ら れ て い る が ， 掲 載

さ れ て い な か っ た 。  

 

 (2) 報告内容の誤り及び報告漏れについて  

   現 指 定 管 理 者 か ら 所 管 課 へ の 報 告 に つ い て ， 次 の と お り 誤 り

及 び 漏 れ が あ っ た 。  

   現 指 定 管 理 者 に お い て は ， 正 確 な 書 類 の 作 成 及 び 仕 様 書 等 に

規 定 さ れ た 報 告 の 確 実 な 実 施 に 十 分 留 意 し ， ま た ， 所 管 課 に

お い て は ， 提 出 を 受 け た 書 類 の 内 容 の 確 認 及 び 仕 様 書 等 に 規

定 さ れ た 事 項 の 実 施 確 認 を 徹 底 し ， 再 発 防 止 に 取 り 組 ま れ た

い 。  

  ア  現 指 定 管 理 者 が 所 管 課 に 提 出 し た 令 和 ５ 年 度 事 業 報 告 に 記

載 さ れ た 収 支 報 告 に ， 計 画 と 実 績 の 差 額 の 計 算 誤 り 及 び 納 付

済 の 税 額 の 記 載 漏 れ が あ っ た 。  

    ま た ， 年 次 事 業 報 告 書 に は ， 指 定 期 間 開 始 か ら の 累 積 収 支

差 額 を 記 載 す る よ う 仕 様 書 で 定 め ら れ て い た が ， 記 載 さ れ て

い な か っ た 。  

  イ  仕 様 書 で は ， 現 指 定 管 理 者 は ， 年 １ 回 以 上 の 健 康 診 断 と 年

１ 回 以 上 の 検 便 を 実 施 し ， 所 管 課 へ 報 告 す る よ う 定 め ら れ て

い た が ， 現 指 定 管 理 者 は ， 仕 様 書 ど お り に 健 康 診 断 等 は 実 施

し て い た も の の ， 所 管 課 へ の 報 告 を 行 っ て い な か っ た 。  

 

 (3) 実施が難しい内容が，基本協定書等に定められていたもの  

   基 本 協 定 書 及 び 仕 様 書 に 規 定 さ れ た 内 容 に ， 設 備 上 の 問 題 等

に よ り ， 実 施 が 困 難 な も の が あ っ た 。  

   仕 様 書 の 内 容 は ， 指 定 管 理 導 入 準 備 に 際 し て ， 所 管 課 で 十 分

内 容 を 精 査 す る べ き で あ る 。 業 務 開 始 後 に 規 定 さ れ た 内 容 に
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疑 義 が 生 じ た 場 合 等 に は ， 基 本 協 定 書 等 に 基 づ き 所 管 課 及 び

現 指 定 管 理 者 で 協 議 を 行 い ， 速 や か に 対 処 さ れ た い 。  

  ア  基 本 協 定 書 第 １ ５ 条 に は ， 現 指 定 管 理 者 は ， 自 主 事 業 に 係

る 会 計 に つ い て ， 指 定 管 理 事 業 と は 独 立 し た 経 理 を 行 う こ と ，

同 第 ２ ５ 条 第 １ 項 に は ， 自 主 事 業 は ， 現 指 定 管 理 者 の 費 用 に

よ り 実 施 す る こ と が 定 め ら れ て い る 。  

    し か し ， 光 熱 水 費 に つ い て は ， 施 設 の 設 備 上 ， 自 主 事 業 分

と そ れ 以 外 と で 分 け て 算 出 す る こ と が で き な い と の こ と で あ

り ， 令 和 ５ 年 度 事 業 報 告 に お い て ， 全 て 指 定 管 理 事 業 に 係 る

経 費 と し て 計 上 さ れ て い た 。  

  イ  基 本 協 定 書 第 ２ ２ 条 第 ３ 項 に ， 現 指 定 管 理 者 は ， 各 会 計 年

度 終 了 （ ３ 月 ３ １ 日 ） 後 速 や か に 財 務 諸 表 等 を 所 管 課 に 提 出

す る よ う 定 め ら れ て お り ， 仕 様 書 に よ り ， そ の 期 限 は ， 会 計

年 度 終 了 後 ６ ０ 日 以 内 と 定 め ら れ て い る 。  

    し か し ， 現 指 定 管 理 者 の 決 算 の 確 定 に は ６ 月 下 旬 に 開 催 さ

れ る 評 議 員 会 の 決 議 が 必 要 な た め ， 仕 様 書 に 定 め ら れ た 期 限

ま で に 財 務 諸 表 等 を 提 出 で き な い と の こ と で あ り ， 令 和 ５ 年

度 分 の 財 務 諸 表 等 の 提 出 が あ っ た の は ， 令 和 ６ 年 ８ 月 ５ 日 で

あ っ た 。  

 

  な お ， 事 務 処 理 上 改 善 す べ き 軽 易 な 事 項 等 に つ い て は ， 監 査 実

施 中 に 口 頭 に よ り 注 意 ， 指 導 を 行 っ た と こ ろ で あ る が ， そ の 他 の

事 務 事 業 は お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ て い る も の と 認 め た 。  

 

９  意見  

  本 監 査 の 結 果 か ら ， 特 に 意 見 を 付 す べ き と 判 断 し た も の を 次 に

掲 げ る 。  

 

 (1) 教育委員会との連携について  

   旧 吉 田 家 住 宅 歴 史 公 園 の ， 国 指 定 重 要 文 化 財 及 び 国 登 録 記 念

物 （ 名 勝 地 関 係 ） 等 を 有 す る 公 園 で あ る と い う 特 性 に 鑑 み る

と ， 柏 市 教 育 委 員 会 と の 連 携 が 重 要 で あ る と 考 え る 。  
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   当 該 公 園 の 運 営 に 当 た っ て は ， こ れ ま で も ， 地 元 の 小 中 学 校

と の 交 流 が 行 わ れ て お り ， 子 供 向 け の 講 座 や イ ベ ン ト も 開 催

さ れ て い る と の こ と で あ る が ， 当 該 公 園 は ， 本 市 の 子 供 た ち

が 歴 史 を 学 ぶ こ と の で き る 貴 重 な 施 設 で あ る と 考 え る の で ，

引 き 続 き ， 柏 市 教 育 委 員 会 関 連 部 局 と の 連 携 に 努 め て い た だ

き た い 。  

   重 要 文 化 財 の 維 持 と い う 点 で は ， 大 規 模 な 修 繕 等 に つ い て は ，

生 涯 学 習 部 文 化 課 所 管 の 「 重 要 文 化 財  旧 吉 田 家 住 宅  保 存

活 用 計 画 」 に よ り 長 期 的 な 方 向 性 が 示 さ れ て お り ， 日 常 的 な

維 持 管 理 及 び 小 規 模 修 繕 等 に つ い て は ， 現 指 定 管 理 者 が 実 施

す る も の と さ れ て い る 。  

   し か し ， 一 見 し て 小 規 模 な 亀 裂 等 で あ る が ， 国 指 定 重 要 文 化

財 で あ る 等 の 理 由 か ら ， 現 指 定 管 理 者 で は 修 繕 で き な い と い

う 破 損 箇 所 が 複 数 見 ら れ た 。 そ の よ う な 場 合 に は ， 現 指 定 管

理 者 及 び 所 管 課 は ， 当 該 箇 所 を リ ス ト ア ッ プ し ， 文 化 財 の 知

識 を 有 す る 専 門 家 の 意 見 を 確 認 し て 計 画 的 に 修 繕 を 行 っ て い

く こ と を 検 討 さ れ た い 。 ま た ， 必 要 に 応 じ て ， 文 化 財 の 保

存 ・ 活 用 に つ い て 知 見 を 有 す る 生 涯 学 習 部 文 化 課 と も 連 携 し ，

共 通 認 識 を 持 っ て 取 り 組 む こ と が 望 ま し い 。  

    

 (2) 利用者数の拡大について  

   現 指 定 管 理 者 か ら の 説 明 に よ る と ， 利 用 者 数 は お お む ね 横 ば

い で あ る が ， 利 用 者 層 は 中 高 年 が 多 い こ と か ら ， 若 年 層 の 利

用 拡 大 が 課 題 で あ る と の こ と で あ っ た 。 そ の た め ， 自 主 事 業

で は ， 子 供 向 け の イ ベ ン ト 等 を 数 多 く 実 施 し て お り ， リ ピ ー

タ ー の 拡 大 を 重 視 し な が ら 取 り 組 ん で い る と の 説 明 で あ っ た 。  

   ま た ， 自 主 事 業 の 収 支 に つ い て は ， 大 型 イ ベ ン ト を 立 ち 上 げ

る 等 の 取 組 に よ り 収 入 が 増 加 し つ つ あ る が ， 人 件 費 高 騰 の 影

響 な ど も あ り ， 収 支 は 赤 字 が 続 い て い る と の こ と で あ っ た 。  

   実 際 ， 令 和 ３ 年 度 か ら 入 場 者 数 は 維 持 さ れ て お り ， 利 用 者 ア

ン ケ ー ト に よ る 評 価 も 高 い と い う こ と で ， 取 組 の 成 果 は 現 れ

て い る と 思 わ れ る 。 た だ し ， 利 用 者 層 の 拡 大 及 び 収 支 の 改 善
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に つ い て は ， 今 後 ， さ ら な る 対 応 が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

   例 え ば ， 子 供 連 れ の 家 族 や 歴 史 愛 好 家 等 さ ま ざ ま な 層 の ニ ー

ズ へ の 対 応 ， 物 販 の 方 法 及 び 近 隣 施 設 と の 連 携 等 で ， さ ら に

改 善 で き る こ と は あ る と 思 わ れ る 。 新 た な ア イ デ ア を 募 る 仕

組 み の 構 築 や ， 他 自 治 体 の 施 設 運 営 の 事 例 を 参 考 に す る こ と

に つ い て ， 引 き 続 き 取 り 組 ん で い た だ き た い 。  

   今 後 と も ， 現 在 行 わ れ て い る 主 屋 の 大 規 模 修 繕 後 の リ ニ ュ ー

ア ル オ ー プ ン に 向 け て ， 施 設 の よ り 一 層 の 活 用 を 図 っ て い た

だ き た い 。  

 

 (3) 適正な指定管理料の設定について  

   指 定 管 理 事 業 に お け る 収 支 の 状 況 に つ い て ， 指 定 管 理 導 入 の

際 の 提 案 資 料 に お い て は ， 指 定 管 理 開 始 で あ る 令 和 ４ 年 度 及

び 令 和 ５ 年 度 の ２ 年 間 の 収 支 は 赤 字 と な る 計 画 で あ り ， 令 和

６ 年 度 か ら 黒 字 化 す る 計 画 と な っ て い た 。 令 和 ５ 年 度 事 業 報

告 に よ る と ， 収 支 の 実 績 は ， 約 ３ ， ３ ８ ４ 千 円 の 赤 字 と な っ

て お り ， 計 画 値 で あ る ２ ， ４ ３ ５ 千 円 の 赤 字 よ り も 赤 字 幅 が

拡 大 し て い る 。 ま た ， 現 指 定 管 理 者 の 説 明 に よ る と ， 令 和 ６

年 度 も 黒 字 化 さ れ な か っ た と の こ と で あ る 。  

   所 管 課 及 び 現 指 定 管 理 者 の 説 明 で は ， 大 き な 要 因 が 近 年 の 人

件 費 の 高 騰 で あ る と の こ と で あ っ た 。 所 管 課 に お い て は ， 今

期 の 指 定 管 理 の 契 約 に 当 た り 人 件 費 上 昇 を 想 定 し て 指 定 管 理

料 を 積 算 し た が ， 現 状 は 想 定 を 上 回 っ て い る と の こ と で あ り ，

現 指 定 管 理 者 に お い て は ， 応 募 時 に は こ れ ほ ど の 人 件 費 高 騰

は 想 定 で き な か っ た と の こ と で あ っ た 。  

   複 数 年 に わ た る 指 定 管 理 事 業 に お い て ， 期 間 中 の 人 件 費 等 の

経 費 の 上 昇 を 正 確 に 見 込 む こ と は 困 難 で あ る が ， 指 定 管 理 料

に は 必 要 経 費 を 適 正 な 水 準 で 反 映 さ せ な け れ ば な ら な い 。 特

に 事 業 運 営 に 占 め る 人 件 費 の 割 合 が 高 い 指 定 管 理 業 務 に お い

て は ， 創 意 工 夫 を 凝 ら し て 一 定 の 賃 金 上 昇 分 を 吸 収 で き る よ

う に 取 組 を 進 め る こ と は 必 要 で は あ る が ， 昨 今 の よ う に 国 を

挙 げ て の 賃 金 水 準 の 上 昇 局 面 に お い て は ， 適 正 な 賃 金 水 準 を



18 

 

確 保 で き る 環 境 を 整 え な け れ ば ， そ の 業 務 に 従 事 す る 被 雇 用

者 の 賃 金 水 準 に 影 響 を 与 え か ね ず ， さ ら に は ， 将 来 的 に 継 続

的 な 担 い 手 の 確 保 が 困 難 に な る こ と が 予 測 さ れ ， 持 続 可 能 な

業 務 運 営 に 支 障 を 来 す こ と が 懸 念 さ れ る 。  

   総 務 省 の 通 知 （ 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 付 け 総 行 経 第 ９ 号 ） に お い

て も こ の こ と に つ い て 触 れ ら れ て お り ， 全 国 の 自 治 体 の 事 例

が 示 さ れ て い る 。 そ の 中 で ， 賃 金 水 準 の 変 動 に 応 じ て ２ 年 目

以 降 の 指 定 管 理 料 を 変 更 す る 賃 金 ス ラ イ ド 制 度 の 導 入 例 が 挙

げ ら れ て お り ， 本 市 に お い て も こ の よ う な 制 度 の 導 入 を 検 討

す る 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。 指 定 管 理 者 制 度 を 所 管 し て い る

企 画 部 Ｄ Ｘ 推 進 課 に お い て は ， 社 会 情 勢 の 変 化 に 留 意 す る と

と も に ， 先 進 地 の 事 例 や 現 行 の 指 定 管 理 事 業 の 運 営 実 態 等 を

見 な が ら ， 適 切 な 対 応 が な さ れ る よ う 十 分 な 検 討 を お 願 い し

た い 。  

 

 


